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目的

①プラスチック製品を多く取り扱うホームセンターが店頭でプラスチック資源を
回収する回収モデルを作成するため、県内ホームセンターにおいてプラス
チック資源の回収方法等を検討する実証試験を実施する。

②ホームセンターを利用する県民による一般廃棄物由来のプラスチック資源
のリサイクルを促進するため、実際にホームセンターで販売している製品で
実証試験を実施し、データの提供等を行う。

ホームセンター店頭回収モデル実証事業

概要

・ケーヨーデイツー上尾店の協力のもと、実証の約２週間前からレジでのチラ
シ及び店頭でのポスターで回収する製品等を周知し、リサイクルに繋がるプラ
スチック製品を回収し、性状等を確認した。

・回収に協力してくれた県民に対してアンケートを実施した。
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調査手順
①ケーヨーデイツー上尾店の来店者へ、レジで
のチラシを配布及び店頭ポスターで周知

②回収日に搬入されたプラ資源を回収（感染症
対策のため駐車場で実施）

③来た順に番号、持参物、個数を記録、アン
ケートを依頼

④プラ資源の重量、泥等の付着状況を確認

⑤集計、考察

店頭回収：調査手順
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表 裏

店頭回収：チラシ 11月5日配布開始



店頭回収：調査結果① 回収実証の概要

１１月１９日
（金）
天気：晴

最高気温：18.1℃

１１月２０日
（土）
天気：晴

最高気温：18.7℃

１１月２１日
（日）
天気：曇

最高気温：16.8℃

合計

持参者数 ２４組 １０組 １８組 ５２組

プラ資源個数 ４３０個 ２００個 ９２個 ７２２個

プラ資源重量 ２４３．３ｋｇ※１ ９７．３ｋｇ １１７．３ｋｇ ４５７．９ｋｇ※２

（参考）
持参者への
返品個数

２個
（クーラーボックス、
ふとんばさみ）

１個
（植木鉢（泥多量））

０個 ３個

5
※１ RVボックス２個、衣装ケース１１個で重量記録漏れあり。 ※２ リサイクラーでの台貫計測重量は４６０ｋｇ



店頭回収：回収状況
ごみ全体

西地区回収の様子

展開調査の様子
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回収会場（駐車場内） 初日昼頃までの回収状況

初日午後～２日目の回収状況 ３日目の回収状況



店頭回収：調査結果② 回収品目と重量

項目
（上位６項目及び合計）

個数 個数割合(%) 重量(kg) 重量割合(%)

プランター、植木鉢 ３４６ ４７．９ １４９．１ ３２．６

バケツ １４１ １９．５ ３５．８ ７．８

衣装ケース ９０ １２．５ １２２．７※１ ２６．８

ＲＶボックス、ビールケース
等

２７ ３．７ ５０．７※１ １１．１

ポリタンク ２５ ３．５ ２９．４ ６．４

ごみ箱 ２５ ３．５ ３０．５ ６．７

その他 ６８ ９．４ ３９．６ ８．６

合計 ７２２ １００ ４５７．９※２ １００
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※１ RVボックス２個、衣装ケース１１個で重量記録漏れあり。 ※２ リサイクラーでの台貫計測重量は４６０ｋｇ



店頭回収：調査結果③ その他の回収品目の状況
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その他の回収品目６８個の例
桶17、小物ケース11、苗トレイ8、洗面器・風呂いす８、洗剤等ボトル5、
シャンプー等ボトル４、じょうろ２、たらい２、コンポスト容器２、おもちゃ２、その他７

桶、じょうろ、洗面器等 小物ケース 苗トレイ



店頭回収：回収状況
ごみ全体

西地区回収の様子

展開調査の様子
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屋内利用のものはまだ使えそうなものも多かった

汚れ等の付着状況（土等） 汚れ等の付着状況（金属、シール）

屋外利用のものは劣化したものが多かった

支柱を固定
する銅線



店頭回収：調査結果④ アンケート結果
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11/19 11/20 11/21 計

買い替えを考えていたから ２ ３ ０ ５

無料で引き取ってもらえるから １７ ４ ７ ２８

環境に良い取り組みだから ５ １ ６ １２

友人等に誘われたから ０ ０ ０ ０

その他 １ １ ０ ２

11/19 11/20 11/21 計

対象の商品がわかりづらかった ０ ０ ０ ０

洗うのが手間だった ２ ２ ２ ６

金属、シール等の除去が手間だった １ ０ ０ １

特に問題はない ２０ ５ １０ ３５

その他 ０ ２ ０ ２

11/19 11/20 11/21 計

有料でも協力したい ０ ３ ３ ６

無料なら協力したい ２３ ５ ９ ３７

わからない ０ ０ １ １

その他 ０ １ ０ １

11/19 11/20 11/21 計

レジでのチラシ配布がよい １６ ５ ９ ３０

店頭のポスターがよい １ ２ １ ４

店舗のアプリ利用がよい ０ ０ ０ ０

折込チラシがよい ７ ０ １ ８

その他 ０ ２ ２ ４

Ｑ１ 今回の回収実証にご協力いただいた理由を教えてください。 Ｑ２ 今回の回収実証はいかがでしたか。

Ｑ３ 次回も回収実証があるときはご協力いただけますか。 Ｑ４ 回収実証の周知方法はどのようなものがよいですか。



＜回収状況＞

・粗大ごみとして通常処理費がかかるプラごみも今回無料で受け付けたため、衣装ケー
ス、RVボックス等の粗大ごみに該当するものが多く、定期的な実施を要望する意見が多く
あった。

・自動車での持参が大多数であった。１１月の開催で天候もよく、市民が持参しやすい環
境であったため、想定よりも多くプラ資源が集まった。

・高齢の方２組から、車等がないので取りに来てほしいという要望があり、潜在的なニー
ズがありそうであった。

・粗大ごみとして市に出す際は有料（持ち込みで１０ｋｇ当たり８０円）なこともあり、１割強
の方は次回有料でも協力したいという意見であった。

・不要となって家で保管していたものを実証に合わせて持ち込んだケースが多く、買い替
え需要（ビジネス）に繋げるには工夫が必要と思われる。

・回収場所は店舗入口の方が利用者の利便性が高く、回収量増加につながると思われる。

・コストを考えると、回収場所が無人で有価売却できるモデルを検討していく必要がある。

店頭回収：考察①
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＜周知方法＞

・チラシで回収する品目、汚れや金属等の除去を周知した。その結果、ごみ箱、
ポリタンクの洗浄や衣装ケースのキャスター（金属）の除去がほぼ行われていた。
また、回収対象のプラ資源以外のものを持参した市民はほとんどいなかった。

・プランター・植木鉢は、チラシに泥の除去が明記されていなかったせいか、泥の
付着が目立つものもあった。また、支柱を固定する銅線の付着も多くあった。

・会場ののぼり旗を見て、回収実証を知った人も多かった。周知期間を長くする、
折込広告での周知、より多くのプラ資源が集まると思われる。

・近隣店舗の方から、次回以降チラシ配布協力の申し出があった。

店頭回収：考察②
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（参考）上尾市における家庭ごみの出し方

・プラスチック類は週２回の「可燃物

（燃えるごみ）」で回収している。

（例）洗面器、シャンプーボトル

・６０ｃｍ×３０ｃｍ×３０ｃｍを超える

ごみは、西貝塚環境センターに持ち

込む（１０ｋｇ当たり８０円）か、引き取

り予約（１０ｋｇ当たり２３０円）が必要

となっている。

（例）大きな衣装ケース、ＲＶボックス
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